
「リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷 

自治体会議」（H29.11.13） 発言要旨（一部抜粋） 
 

 

■伊那谷と大都市圏との対流促進に向けた取組について 

〔杉本駒ヶ根市長〕 

○ 今後のまちづくりには、「学び」がひとつのキーワードになる。駒ヶ根市では体験型の

学びの場を創っていくことを考えている。リニア時代に合った、新しいまちの取組を進め、

大使村構想につなげていきたい。 

〔南信州広域連合 下平豊丘村長〕 

○ 都市部の課題と地方の課題を結び付け、交流人口の拡大に向けた取組につなげたい。 

その構想が、「一村一企業ダーチャ運動」。 

○ 将来に向けて可能性が広がるよう、今からできることを検討し、持続可能な地域を 

創ってまいりたい。 

〔白鳥伊那市長〕 

○ リニア開通を見据えてこの地域の観光ルートを考えたときに、善光寺や上高地、松本城 

など県内の主要な観光地を結ぶゴールデンルートを考えてはどうか。 

○ これから日本にはアジア、ヨーロッパをはじめとした海外からの観光客が大勢訪れるた 

め、長野県は山岳高原を観光の大きな目玉にすべき。 

〔牧野飯田市長〕 

○ 企業からみたリニアという面で、企業に対して直接的な動きがまだ難しいということで 

あれば、様々な PR のアプローチがあってもいいのではないか。 

○ インターネットの世界においては、地方開催の出来事でも、関心があればトレンドとし 

て認知されることがありうる。色々なアプローチを考える中で、IT 技術の応用といったも 

のも捉えていくことが重要。 

〔南信州広域連合 松島泰阜村長〕 

 ○ リニア開通となる 10 年後に向けて、今から何ができるのかということを地域全体で 

考えていかないといけない。一村一企業ダーチャ運動もそうで、本日のような打ち合わせ 

を行いながら積み上げていくことが必要。 

〔阿部知事〕 

○ 今の段階では、「リニアが通ります」、「便利になります」という程度しか発信できてい 

ない。伊那バレーの売り込みマップ等を作って欲しい。 

○ 10 年後にはまだ変わるにしても、例えば伊那市ではドローンや自動運転、駒ヶ根市は大 

使村構想、南信州地域ではダーチャ運動を進めるといったレベルの話で構わないので、今 

のうちから多くの人達に発信していった方がよい。 
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